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大乗神楽大会
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修験山伏の行法を熱演

　大乗神楽大会は12日、鬼の館で行われました。北
上市大乗神楽連絡協議会加盟７団体が14演目を披露。
修験山伏の行法を色濃く残す特異な神楽の舞は、詰め

掛けた神楽ファンを魅了しました。

　大乗神楽は、手
て つ ぎ

次(手の振り付け)や踏み足、九
く じ

字(祈

とうの際の九つの手の結び方)など、修験の呪法を明

確に行うのが特徴。北上市と花巻市の一部にしか伝承

されていない大乗神楽を広く紹介することで、保存・

伝承に対する啓発、普及を図っています。

岩崎城絵幟まつり
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平和の世絵幟に込める

　岩崎城絵
えのぼり

幟まつり(同実行委員主催)は４日、岩崎城

址本丸跡と岩崎地区交流センターで行われました。岩

崎城址本丸跡では、平和の象徴とされる絵幟が立てら

れる中、岩崎鬼剣舞が舞を奉納。その後、岩崎地区交

流センターで、仙台市博物館前館長の佐藤憲一さんが

｢伊達政宗と和賀一族｣と題し、講演しました。

　このまつりは410年前に和賀郡地方を治めていた和

賀氏一族をしのび、岩崎城が落城した旧暦４月26日
前後に毎年開催されています。

岩手県景観優良団体感謝状伝達式
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地域の宝を次の世代に

　岩手県景観優良団体感謝状伝達式は３日、市役所本

庁舎で行われました。市内で景観優良団体に選ばれた

のは、飯豊地区・二子町振興協議会、黒岩自治振興会、

庚
こうしんさん

申山さくらの会(黒岩)、古舘神社周辺整備実行委員

会(和賀町煤孫)、特定非営利活動法人芸術工房、岩沢

地区自治会の７団体。それぞれの団体は良好な景観を

育むため、住民がお互いに協力し合い、工夫を凝らし

て地域の特性を生かした草刈りなどの景観形成を率先

的に取り組んでいるため、感謝状が贈呈されました。
北上市ラグビーフェスティバル
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ラグビーの魅力を堪能

　北上市ラグビーフェスティバルは12日、北上総合
運動公園陸上競技場で開催され、｢釜石シーウェイブ

スＲＦＣ｣と｢ＮＥＣグリーンロケッツ｣が、｢釜石シー

ウェイブスＲＦＣ(Ｂ)｣と｢北上矢巾ブレイズラガー｣

が対戦しました。

　会場には、県外などのラグビーファンもスタンドに

詰め掛け、選手に熱い声援を送っていました。どの

チームも声援を背に果敢なプレーを展開。激しく、ス

ピードに満ちたラグビーの面白さを見せてくれました。
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消防功労で瑞宝双光章

危険業務従事者の叙勲

　昭和38年に北上市消防吏員として採用されて
以来、42年間にわたり消防防災に貢献しました。
消防次長兼北上消防署長などを歴任。現在は地元

の防災組織設立に関わり、地域住民の防災意識を

高めるため尽力しています。受章は｢個人ではな

く北上地区消防組合が認められ、その代表として

いただいたと思っている｣と話していました。

きたかみ本牧亭寄席

落
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寄席に笑いがあふれる

　きたかみ本牧亭寄席(十字路商店街振興組合連合会)

は10日から12日の３日間、本通り二丁目の｢本牧亭特
設会場｣で開催されました。口演は鈴

れいれいしゃ

々舎馬
ば ふ う

風一門の

落語家・鈴々舎風
ふうしゃ

車さんと神田すみれ一門の講談師・

神田すずさん。満席となった会場からは笑いがわき起

こっていました。

　きたかみ本牧亭寄席は東京・上野黒門町｢本牧亭｣の

協力を得て、平成17年から年４回程度開催。26日には
｢がんばろう東北！チャリティー寄席｣も行われます。

園児がアユ稚魚を放流
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元気に大きく育ってね

　おにやなぎ保育園の園児22人といわさき認定こど
も園の園児23人は５月26日、和賀川ふれあい広場の
やな場でアユの稚魚を放流しました。和賀川淡水漁業

協同組合(伊藤彬組合長)の協力によるもので、同組合

は毎年、約10万匹の稚魚放流を計画しています。園
児が放流したのは約12,000匹の稚魚で、声を掛けな
がら川に放しました。いわさき認定こども園の武田大

和君(５歳)は｢楽しかった。バイバイ、大きくなって

ねと言って放したよ｣と笑顔で話していました。
小学生向けの｢志授業｣
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志を持って生きること

　県内で初めてとなる小学生向けの｢志授業｣は１日、

和賀東小学校で行われました。

　同校の４～６年生160人が参加。特定非営利活動法
人岐阜立志教育支援プロジェクトの経営コンサルタン

トで臥龍先生こと角田識
のりゆき

之さんは、志や目標を持ち、

その実現に向けてあきらめず取り組むことの大切さを

話し、参加した児童は熱心に聞き入っていました。

　これは同校創立10周年記念事業の一つとして、同
実行委員会主催で行われました。

片方　勲さん
(常盤台・66歳)


